
－1－ 

平成３０年第４回紀の川市議会定例会 第１日 

 

       平成３０年１１月２９日（木曜日） 開 会 午前 ９時２８分 

                        散 会 午前１１時３８分 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程（第１号） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  報告第  ８号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度紀 

               の川市一般会計補正予算（第４号）） 

       報告第  ９号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度紀 

               の川市池田財産区特別会計補正予算（第２号）） 

       議案第１３４号 教育委員会委員の任命について 

       議案第１３５号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第１３６号 工事請負契約の締結について（粉河クリーンセンター施 

               設解体工事） 

       議案第１３７号 工事請負契約の締結について（粉河ふるさとセンター調 

               光設備改修工事） 

       議案第１３８号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条 

               例の制定について 

       議案第１３９号 紀の川市コミュニティ施設条例の一部改正について 

       議案第１４０号 紀の川市斎場条例の廃止について 

       議案第１４１号 平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）につ 

               いて 

       議案第１４２号 平成３０年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               補正予算（第２号）について 

       議案第１４３号 平成３０年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特 

               別会計補正予算（第１号）について 

       議案第１４４号 平成３０年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予 

               算（第２号）について 

       議案第１４５号 平成３０年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算 

               （第２号）について 

       議案第１４６号 平成３０年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

       議案第１４７号 平成３０年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号） 
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               について 

       議案第１４８号 平成３０年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第 

               ２号）について 

       議案第１４９号 指定管理者の指定について（紀の川市国民健康保険直営 

               靹渕診療所） 

       議案第１５０号 指定管理者の指定について（紀の川市青洲の里） 

       議案第１５１号 指定管理者の指定について（ハイランドパーク粉河） 

       議案第１５２号 指定管理者の指定について（紀の川市農村交流施設） 

       議案第１５３号 指定管理者の指定について（紀の川市桃山産業振興館） 

       議案第１５４号 指定管理者の指定について（紀の川市細野渓流キャンプ 

               場） 

       議案第１５５号 指定管理者の指定について（紀の川市ふるさと産品展示 

               場） 

       議案第１５６号 紀の川市道路線の認定について 

       議案第１５７号 紀の川市道路線の認定について 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）のとおり 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席議員（２１名） 

  １番 門   眞一郎   ２番 上 野 宗 彦   ３番 仲 谷 妙 子 

  ４番 舩 木 孝 明   ６番 太 田 加寿也   ７番 石 脇 順 治 

  ８番 並 松 八 重   ９番 中 村 ま き  １０番 大 谷 さつき 

 １１番 阪 中   晃  １２番 榎 本 喜 之  １３番 高 田 英 亮 

 １４番 川 原 一 泰  １５番 森 田 幾 久  １６番 村 垣 正 造 

 １７番 堂 脇 光 弘  １８番 竹 村 広 明  １９番 石 井   仁 

 ２０番 杉 原   勲  ２１番 室 谷 伊 則  ２２番 坂 本 康 隆 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○欠席議員（１名） 

  ５番 中 尾 太久也 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のために出席した者の職氏名 

  市  長     中 村 愼 司    副市長      林   信 良 

  市長公室長    西 川 直 宏    企画部長     今 城 崇 光 

  総務部長     金 岡 哲 弘    危機管理部長   中 浴 哲 夫 

  市民部長     尾 上 之 生    福祉部長     橋 本 好 秀 
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  農林商工部長   神 徳 政 幸    建設部長     前 田 泰 宏 

  会計管理者    浅 野 徳 彦    上下水道部長   上 中 勝 彦 

  農業委員会事務局長  吉 川 博 造    教育長      貴 志 康 弘 

  教育部長     山 野 浩 伸 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

  事務局長     中 野 朋 哉    事務局次長    柏 木 健 司 

  議事調査課主幹  片 山 享 慈    議事調査課主幹  岩 本 充 晃 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時２８分） 

○議長（坂本康隆君） おはようございます。 

 議員各位には、平成３０年第４回紀の川市議会定例会に出席をいただき、厚くお礼を申

し上げます。議員各位の御協力のもと、円滑な議会運営に努めますのでよろしくお願い申

し上げます。 

 なお、５番 中尾太久也君より病気療養のため、本定例会の会議を全て欠席したい旨の

届け出がありましたので報告いたします。 

 それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより

平成３０年第４回紀の川市議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（坂本康隆君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、９番 中村まき君、１

０番 大谷さつき君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（坂本康隆君） 次に、日程第２、会期の決定ついてを議題といたします。 

 去る１１月１９日に議会運営委員会を開催していただき、本定例会の会期等、議会運営

について御協議いただいております。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの２３日間といたしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの２３日間に決定をいたし

ました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 諸般の報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（坂本康隆君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 報告１、去る１０月２４日から２６日の３日間、総務文教常任委員会が視察研修を行い
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ましたので、その概要を総務文教常任委員会委員長から報告をしていただきます。 

 １１番 阪中 晃君。 

○１１番（阪中 晃君）（登壇） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、総務文教委員会、行政視察研修報告をさせていただきます。 

 当委員会は、１０月２４日、２５日、２６日の３日間、山梨県笛吹市、北杜市及び静岡

県静岡市へ視察研修を行いましたので、その概要を報告いたします。 

 まず、山梨県笛吹市では、「ふるさと納税について」視察研修を行いました。 

 笛吹市は、平成１６年に５町１村が合併し、人口約７万人、首都東京からほぼ１００キ

ロ圏で、甲府盆地の東寄りに位置するフルーツ類の栽培が盛んな紀の川市と本当に類似し

た市であります。 

 笛吹市のふるさと納税は平成２０年度から開始し、日本一の生産量を誇る桃、ブドウを

中心としたフルーツ類、豊富なブドウからつくられるワイン、また関東有数の石和温泉な

どの観光資源を生かし、春から夏にかけてのフルーツ、秋のワイン、冬の石和温泉など春

夏秋冬を感じさせられるような魅力ある返礼品で市をＰＲしておりました。 

 また、新たな商品開発として、ワインづくり・ブドウ狩り等の体験型、空き家の見回り、

お墓の掃除等アイデアに富んだ返礼品の商品開発も行っており、平成２０年度から年々寄

附金が増加し、平成２９年度の寄附金額は約１億８，０００万円の実績を上げておりまし

た。 

 寄附金の使途としては、日本一の桃源郷の保全と活性化ということで、農業・景観・文

化振興が全体の約２４％、未来に羽ばたけ！ふえふキッズを応援しようということで、子

育て・教育が約２０％となっておりました。 

 また、総務省から返礼率３割や返礼品を地場産品に限るなどの見直しについては、返礼

率３割は遵守し、地場産品についても見直しを行い、ただ単に物を送るだけでなく、観光

体験などの魅力ある品を通して実際に笛吹市へ足を運んでもらい、交流人口の増加を図り、

いずれは移住、そして定住へつなげていきたいとのことでした。 

 次に、山梨県北杜市では、「移住・定住対策・空き家対策」について視察研修を行いま

した。 

 北杜市への平成２９年度の移住者数は８５４人、移住世帯数は４８７組、主な移住世帯

の内訳は、県外から３６１組、県内ほかの市町村から１０５組、海外からが２１組と非常

に多くの方が転入している市であります。 

 移住・定住相談の対応として、移住・定住相談窓口の設置、北杜市移住定住相談員を配

置し、移住・定住相談員は地域に精通した職員のＯＢ等８名と移住者２名で構成され、移

住希望者と地域をつなぐ橋渡し役として、空き家バンク現地見学会、移住セミナーや就職

ガイダンスにも同行されるそうです。 

 住まいに係る支援としては、子育て世代には、北杜市子育て世代マイホーム補助金制度、

子育て支援住宅の整備などを行い、また北杜市お試し住宅として市営住宅を活用し、北杜
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市で生活を体験できる機会を提供する事業や、空き家の有効活用と地域活性化を図る目的

から空き家バンク制度を市で設置し、補助制度としては空き家バンクに登録された空き家

を対象に、賃貸しや売却するのにネックとなる家財道具の処分や清掃に係る費用を、また

補助する北杜市空き家バンク登録物件清掃費等補助事業などを実施し、積極的な移住・定

住対策を行っておりました。 

 また、他府県との連携として、八ケ岳圏域に位置する長野県富士見市、原村と平成２７

年にそれぞれ八ケ岳自立圏の形成に関する協定を結び、定住に必要な生活機能を確保し、

人材の誘導を促進するために定住自立圏の形成に取り組んでおりました。 

 次に、静岡県静岡市では、「静岡型小中一貫教育について」視察研修を行いました。静

岡型小中一貫教育とは、小学校と中学校の「たてのつながり」と学校と地域の「よこのつ

ながり」を強化した９年間の一貫教育のことで、平成３０年度から平成３４年度からの全

市一斉スタートに向け、数々な準備を行っておりました。 

 施設については、中山間地の一部を除き、基本、今ある小学校と中学校の施設はそのま

まで、小中一貫教育を進めていくとのことでした。 

 次に、四つの視点に取り組むとして、一つ目が、学校の教育目標などを小学校・中学校

で共有する。二つ目が、９年間の連続性・系統性のある教育を実施するとして、英語力の

向上・学習スタイルの共有などの取り組みを行う。三つ目が、小学生と中学生の交流や教

職員が協働する教育を実施するとして、小中合同授業・ＩＣＴを活用した交流。四つ目と

して、地域と連携した教育を実施するとして、地域の生涯学習施設主催講座への参加・地

域防災訓練への参加など四つの視点を踏まえ、９年間を見通した教育を展開していくとの

ことでした。 

 また、地域社会や世界で活躍する「グローカル人材」を育てるために、静岡市ならでは

の特色ある教育に取り組むとして、一つは、地域や静岡市に愛着と誇りを持ち、社会や世

界に広く目を向けることができる子どもを育てるため、静岡を題材として地域に特化した

お茶・しずまえ・防災・オクシズ・海洋文化・歴史文化の６分野を「しずおか学」として

総合的な学習の時間を使い、６分野の中から一つ以上を選択して学ぶとのことでした。 

 もう一つは、聞く力・話す力を高め、自分と異なる文化を持つ外国の方々とつながる力

を育てるため、「英語力の向上」についても取り組んでいくとのことでした。 

 そういう特色を小中一貫教育の中へ位置づけるということによって、世界で活躍する静

岡人を育てていこうというふうに考えているとのことでした。 

 以上で報告を終わりますが、今回の研修資料は事務局に保管しておりますので、よろし

ければ参考にしてください。 

 以上で、総務常任委員会の行政視察研修の報告を終わります。 

○議長（坂本康隆君） 報告２、去る１０月１０日から１２日の三日間、厚生常任委員会

が視察研修を行いましたので、その概要を厚生常任委員会委員長から報告していただきた

いと思います。 
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 １７番 堂脇光弘君。 

○１７番（堂脇光弘君）（登壇） おはようございます。それでは、厚生常任委員会の視

察報告を行わせていただきます。 

 当委員会は、１０月１０日から１２日の三日間、広島県呉市、愛媛県新居浜市、香川県

坂出市で視察研修を行いましたので、その概要を報告いたします。 

 まず、呉市では、「おいしい減塩食で健康生活事業」について研修を行いました。 

 もともと呉市は、保健所設置市であり、市単独で保健事業ができていましたが、中核市

となり、ますますいろいろな事業ができる状況であるとのことでした。 

 このような状況の中で、２０１２年に呉市で「減塩サミット」が開催されたことや、生

活習慣病の主な疾患での死亡率が、広島県内及び全国で１位となっている現状を踏まえ、

健康増進計画と食育推進計画に基づき、「減塩」に着目して当事業を実施しているとのこ

とでした。 

 「はじめよう！減塩生活」をキャッチフレーズに、１日の食塩摂取量８グラム未満を目

標値に設定し、食の基本・食を通じての健康づくり・食を通じての地域づくりの３本柱を

重点項目として、市民全体に対して、「減塩いいねキャンペーン」を実施し、啓発活動か

らスタートし、減塩Ｔシャツを実費で作成し、現在は毎週金曜日、毎月１９日の食育の日、

各種イベントのときに着用して啓発しているとのことです。 

 啓発の内容としては、ともかく市民の方に、なぜ減塩をしなければいけないかという理

由を理解してもらわなければならないと推進ができないので、いろいろなイベントや各種

教室などに出向き啓発を行ってきた結果、大分浸透してきたとのことでした。 

 また、保健所や教育委員会も巻き込んで減塩の授業を行い、その日の給食は減塩メニュ

ーに連動させるなど、子どもから大人までつながる授業を行っているとのことでした。 

 しかしながら、まだまだ課題も多く、今後はヘルシーグルメレストランへの民間協力や

企業連携を考えているとのことでした。 

 担当当局だけでなく、職員全体、市民の「減塩」に対する意識が高いことを感じました。 

 次に、新居浜市「エンゼルヘルパー派遣事業」についての研修を行いました。 

 新居浜市は、昔から工業・化学・重機械・建設業などの産業が発展したことによる転勤

族が多い土地柄から、身内がそばにいない家庭を対象にこの派遣事業を平成２６年から始

めたとのことでした。 

 この事業は、訪問型自立支援事業を実施している障害者自立支援事業者に委託しており、

援助内容は、家事に関することと育児に関することで、保護者と子どもが一緒にいる場所

でのサービスの提供が原則で、病児・病後児の家庭や車での送迎、金融機関への金銭の出

し入れは行わないこととし、１時間５００円で１回２時間以内とし、交通費については別

途必要で１０回を限度とし、利用できる対象者は、妊娠している方、母子手帳の交付を受

けていることが必要です。産後６カ月以内で、その乳児を自宅で養育される方、多胎児の

場合は１２カ月以内、就学前の児童を養育し、かつ病気や体調不良で日中家族などの支援
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がなく、家事・育児が困難な方で、これに当てはまらない場合には、やむを得ない理由が

あると認められる場合は臨機応変に対応しているとのことでした。 

 ヘルパーへの派遣を希望する場合には、まず登録申請が必要で、登録しても利用しない

方もいるが、最後の砦として、お守りがわりに考えてもらえればという考えのもと実施し

ているとのことでした。核家族化が進んでいる中、このようなサービスを利用することに

より、育児のストレスや虐待などの見守りも兼ねられる事業であると感じました。 

 次に、坂出市では、「認知症初期チームによる取り組み（認知症カフェ）」について研

修を行いました。 

 認知症ケアについては、県下で初めて対策に取り組んできましたが、これまでは危機対

応・問題対応型であったが、これからは早期・事前対応型ヘシフトをしているとのことで

した。 

 この取り組みは、「認知症施策推進総合計画」の「認知症の人の意思が尊重され、でき

る限り住みなれた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目

指す」という基本に基づき、認知症への理解を深めるための普及・啓発、医療・介護等の

提供など環境の整備を行っているとのことでした。 

 例えば、認知症サポーターの育成と活動支援として、認知症サポーター養成講座やフォ

ローアップ研修を、市職員を初め、小・中学校や企業、また老人会などの団体や子育て世

代の集まる場所などで定期的に開催しているとのことでした。 

 養成講座は、講義形式ではあるが、その中には高齢老人の疑似体験もあり、手袋をして

ボタンかけをしたり、車いすに乗ったりして、また押したりして感想などを話し合ったり

という内容になっているとのことです。 

 また、発症予防の推進として、運動教室やアンチエイジング教室など、認証の内容に応

じた適時・適切な医療や介護の提供も行っており、早期診断・早期対応のための体制整備

として、物忘れ検診として、７０歳以上の方を対象にして調査票を送付し、回答された方

の診断を行い、それぞれの状況に応じた対応をしているということであり、未回答の方に

ついては、戸別訪問をして調査票の回答をもらっているということでした。その回答をも

とに、主治医や支援チームと連携して対応を行っているとのことでした。このほかにも、

見守り事業や認知症カフェの設置・普及など、介護者の負担軽減につながる支援も充実し

ていました。 

 認知症初期支援チームには、保健師、社会福祉士、作業療法士、サポート医、看護師、

介護福祉士がおり、家族や近隣住民、民生委員、警察などの相談を受けた場合、訪問や会

議を経て、初期集中支援を行っていくという流れでした。 

 また、年に１回「さかいで介護の日」を開催しており、体験コーナーなどを展示して啓

発をしているとのことでした。 

 認知症カフェについては、福祉事業所やデイサービスセンター、地元の飲食店や病院な

ど市内７カ所があり、認知症の方やその家族が専門職、例えば、介護福祉士や看護師など
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に相談したり、情報交換や地域住民と交流できる場所となっており、それぞれの認知症カ

フェの担当者会も開催しており、運営上の課題などの意見交換を行っているとのことでし

た。 

 市だけでなく、地域全体できめ細やかな対応がされていると感じました。 

 以上で報告を終わりますが、今回の研修資料は事務局に保管しているので、よろしけれ

ば参考にしてください。 

 終わります。 

○議長（坂本康隆君） 続いて、報告３、去る１０月３日から５日の三日間、産業建設常

任委員会が視察研修を行いましたので、その概要を産業建設常任委員会副委員長から報告

をしていただきたいと思います。 

 １３番 高田英亮君。 

○１３番（高田英亮君）（登壇） 産業建設常任委員会、行政視察研修報告をさせていた

だきます。 

 当委員会は、１０月３日から５日までの３日間、群馬県太田市、富岡市及び川場村にあ

る道の駅川場田園プラザで視察研修を行いましたので、その概要を報告いたします。 

 なお、委員長が病気療養中で欠席のため、紀の川市議会委員会条例第１１条第１項の規

定により、副委員長の私が報告させていただきます。 

 まず、太田市、富岡市では、下水道事業を初めとする両市の汚水処理事業の状況や市町

村設置型浄化槽事業の取り組みについて研修を行いました。 

 太田市は、昭和４１年度から公共下水道事業の建設に着手し、「単独公共下水道」、

「流域関連公共下水道」、そのほか「農業集落排水処理施設」、「コミュニティプラン

ト」、「浄化槽整備事業」に取り組まれていました。また、「浄化槽整備事業」のうち、

市が浄化槽の設置主体となり維持管理も行い、利用者は分担金と使用料を負担する「戸別

浄化槽事業」は、多額の設備投資と維持管理費を要する農業集落排水処理施設の代替事業

として展開されていました。 

 一方、富岡市では、「単独公共下水道」はないものの、流域下水道については昭和５８

年度から事業着手し、ほかの汚水処理事業は太田市と同様でありました。しかしながら、

公共下水道事業では、整備区域を８１０ヘクタールから３７５ヘクタールに大幅に縮小し、

代替として、公共下水道、農業集落排水、コミプラを除く市内の全域を対象に市町村設置

型合併処理浄化槽事業を展開していました。この市町村設置型合併処理浄化槽の普及には

積極的に取り組んでおり、平成２８年度から平成３２年度までの５年間は、重点期間とし

て補助制度を拡充し、結果、平成２８年度から平成２９年度の汚水処理人口普及率の伸び

も全国４位となっていました。 

 また、両市とも市町村設置型合併処理浄化槽には、公共下水道並みの処理能力を持つ高

度処理型合併処理浄化槽を導入し、付加価値をつけるとともに、処理水の水質を考慮する

など、下水道事業を単純に広めるのではなく地域の特性を考慮し、できるだけ多くの市民
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に快適な生活環境を与える考えのもと整備していると感じられました。 

 汚水処理事業については、集合処理の場合は自治体主導で計画的に施設整備を実施する

ことができますが、浄化槽の場合は新規住宅着工件数や合併処理浄化槽への転換意思に左

右され、たとえ市町村設置型であったとしても整備スピードをコントロールすることは困

難となります。しかしながら、集合処理の維持管理は市が実施しているのに対し、浄化槽

は個人での維持管理という不公平感に対しては、市町村設置型合併処理浄化槽では是正で

きる要因があります。 

 市町村設置型合併処理浄化槽については、メリットとして、災害に強く建設費も安価で

あり、また維持管理も徹底されますが、デメリットとしては、私有地に市の施設が設置さ

れている点や、市の事務負担や人件費などのコスト増加を上げられていました。しかしな

がら、太田市では、公共下水道、農業集落排水事業、コミプラ、市町村設置型浄化槽の全

ての使用料が統一されており、住んでいる地域の違いによる不公平感の是正と料金徴収体

制の負担軽減につなげていました。 

 いずれにしましても、公共下水道の整備地域でありながら全く見通しの立っていない地

域に対する早急な対応、環境面、加えて今後必ず訪れる「維持管理の時代」には、老朽化

した施設の改修や更新も必要になってくることが予測されます。 

 上位計画である県の計画との整合性を考慮し、また安易に計画変更するのではなく、既

成のメニューもよく検討し、さらに新たな整備方法も研究することが肝要であると感じま

した。 

 次に、田園プラザ川場では、道の駅の整備について研修を行いました。 

 道の駅川場田園プラザは、平成１６年から５年連続で関東のユーザーが選ぶ好きな道の

駅で１位を獲得するほどの人気であり、５万平方メートルの広大な敷地には、他所にない

豊かな田園風景と魅力ある地域特産品があふれていました。ドライブの途中にちょっと立

ち寄るところという道の駅に対するイメージに反して、買い物や飲食できる建物が複数あ

るため回遊することができ、さらに子ども達が遊べる広場やゆっくり休むことができる木

陰など、滞在型の目的地となるよう魅力ある空間づくりに努めていた。 

 人口約３，３００人の村で、施設の年商は約２０億円、雇用はアルバイトを含め約１５

０名、ファーマーズマーケットの出荷登録農家は約４００名と、地域経済や地域の活性化

への効果は大きく、村づくりの基本路線である「農業プラス観光」の集大成の事業と位置

づけ、東京都世田谷区との「縁組協定」による都市と農村の交流拠点として、また川場村

の商業・情報・ふれあいの核であるタウンサイトの形成の場として機能させ、道の駅を目

的地とするための新たなニーズを掘り起こしながら、年間利用者数約１８０万人を誘致し

ているとのことでした。利用者のリピート率も７割もあることから、施設の運営方針や施

設づくりについて当市の道の駅づくりに参考としたいところでありました。 

 以上で報告を終わりますが、今回の研修資料は事務局に保管しておりますので、よろし

ければ参考にしてください。 



平成３０年第４回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成３０年１１月２９日 

 

－11－ 

 以上で、産業建設常任委員会、行政視察研修の報告を終わります。 

○議長（坂本康隆君） それでは、報告４、市長から、地方自治法第１８０条第２項の規

定により、市長の専決処分事項報告の提出があり、お手元に配付しておりますので御了承

願います。 

 次に、教育委員会から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定によ

り、紀の川市教育委員会事務の管理及び執行状況の点検及び評価の報告書の提出があり、

お手元に配付しておりますので御了承願います。 

 次に、監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、「例月出納検査

の結果報告」、地方自治法第１９９条第９項の規定により「定期監査の結果報告」等があ

り、お手元に配付しておりますので御了承願います。 

 なお、その他の報告につきましても、お手元に配付しているとおりですので御確認いた

だきたいと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 報告第  ８号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度紀 

              の川市一般会計補正予算（第４号）） から 

      議案第１５７号 紀の川市道路線の認定について まで 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（坂本康隆君） 次に、日程第４、報告第８号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第４号））から、議案第１５７号 紀の

川市道路線の認定についてまでの２６件を一括議題といたします。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長 中村愼司君。 

○市長（中村愼司君）（登壇） おはようございます。 

 平成３０年第４回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には何かと

御多用にもかかわらず御参集をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 それでは、今定例会に提案いたしました２６案件の提案理由を説明申し上げます。 

 まず、専決処分に係る報告ですが、報告第８号及び報告第９号は、平成３０年度紀の川

市一般会計及び平成３０年度紀の川市池田財産区特別会計の補正に係るものであり、議会

を招集する時間がなく、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分を行ったも

のであります。 

 次に、人事に係る案件になるわけで、議案第１３４号は、教育委員会委員の任期満了に

伴う委員１名の任命について、議案第１３５号は、長田竜門財産区管理委員の欠員に伴う

新たな選任について、それぞれ議会の同意を求めるものであります。 

 次に、議案第１３６号及び議案第１３７号の２議案につきましては、工事請負契約の締

結に係る案件でございます。 
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 続きまして、条例に関する議案になりますが、議案第１３８号から議案第１４０号の３

議案で、紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定、また紀の川市

コミュニティ施設条例の一部改正、さらには紀の川市斎場条例の廃止、それぞれ所要の改

正を行うため、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第１４１号から議案第１４８号の８議案についてでありますが、平成３０年

度各会計における補正予算に係るもので、事業執行上緊急を要する事業や事業執行におけ

る過不足の調整などを中心に所要の措置をお願いするものであります。 

 次に、議案第１４９号から議案第１５５号の７議案については、公の施設に係る指定管

理者の指定について。 

 次に、議案第１５６号及び議案第１５７号の２議案については、寄附により取得した開

発道路及び既存道路を紀の川市市道路線として認定するものであります。 

 以上、議案の概要を申し上げましたが、引き続き、担当部長から詳細説明をいたします

ので、何とぞ御審議の上、御賛同賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 続いて、補足説明を求めます。 

 企画部長 今城崇光君。 

○企画部長（今城崇光君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、議案書の１ページ、２ページをごらんください。 

 報告第８号 専決処分の承認を求めることについて。 

 平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）について御説明させていただきます。 

 紀の川市では、本年８月に発生しました台風２０号、９月に発生しました台風２１号に

より大きな被害を受けました。今回の補正予算では、被害を受けた保育所、学校では、一

刻も早く対応し、安心して通園・通学ができるように、また被災した市道・他の公共・公

用施設、山間地域に設置した光ケーブル網や排出された災害廃棄物のうち、紀の海広域施

設組合で処理できないものの処理費用などに対し、早期復旧や対応を目指し予算措置する

もので、国県支出金及び市債を財源として地方自治法第１７９条第１項の規定により、平

成３０年１０月５日に専決処分を行ったものでございます。 

 表題に、「平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）」と記載した別冊の１ペ

ージをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億１，２３１万６，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０６億９，０６４万４，０００円と

するものでございます。 

 第２条は、地方債補正に係る規定でございます。 

 ２ページをごらんください。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入では、１２款、分担金及び負担金、１４款、国

庫支出金、１５款、県支出金、２０款、諸収入及び２１款、市債をそれぞれ増額しており

ます。 
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 ３ページの歳出につきましては、２款、総務費において減額。 

 ３款、民生費、４款、衛生費、６款、農林業費、７款、商工費、８款、土木費、９款、

消防費、１０款、教育費、１１款、災害復旧費の該当事業及び４ページ、１２款、予備費

において、それぞれ増額の補正措置を行っております。 

 ５ページをごらんください。 

 第２表、地方債補正につきましては、上段の文教施設災害復旧事業において、限度額３，

７００万円、その他公共施設・公用施設災害復旧事業において、限度額３，９７０万円を

追加しております。 

 ５ページ中段から６ページは、変更としまして、消防施設整備事業は６，９８０万円か

ら２１０万円増額し、７，１９０万円に。公共土木施設災害復旧事業は１億３，０６０万

円から２，５６０万円増額し、１億５，６２０万円に変更しております。 

 続いて、別冊の「平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）に関する説明書」

の３ページをごらんください。 

 歳入について、主な補正内容を御説明申し上げます。 

 １２款、１項、１目、農林業費分担金、小規模土地改良事業分担金１２０万円の増額は、

小規模土地改良事業に係る地元分担金でございます。 

 ２０款、４項、１目、雑入３，６４０万円の増額は、建物火災保険において台風被害の

対象となる事案の保険金の歳入見込み額の増額でございます。 

 ２１款、１項、市債において、６目、消防債２１０万円の増額。 

 同じく、８目、災害復旧債で１億２３０万円の増額は、それぞれの災害復旧に係る増額

でございます。 

 続いて、歳出について、主な項目を御説明申し上げます。 

 ５ページ上段をごらんください。 

 ２款、１項、６目、財産管理費、庁舎管理事業１，３１６万５，０００円の増額は、本

庁舎西側庭園の倒木の処理及び南別館屋根部分の改修などに係る経費の増額でございます。 

 ２款、１項、１６目、基金費、基金積立事業１億７，０７０万円の減額は、今回の災害

復旧の財源とするため、財政調整基金に積み立てを予定していた予算の調整による減額で

ございます。 

 同じく、５ページ中段、４款、２項、２目、塵芥処理費、災害廃棄物処理事業７５９万

９，０００円の増額は、被災された家庭から排出された瓦れきやスレートなど、紀の海広

域施設組合では処理できない災害廃棄物の処理に必要な経費の増額でございます。 

 ５ページ下段から６ページに記載の６款、１項、農業費において、合わせて９９４万２，

０００円の増額は、３目、農業振興費、農業資金制度資金利子補給事業で、生活営農資金

の利子に係る利用者負担分について、県・農協・市が台風被害支援として市が負担する経

費１４万９，０００円の増額です。 

 続いて、モモせん孔細菌病対策事業は、県補助事業として台風被害災害復旧分に係る経
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費として６００万円の増額。 

 ４目、農業施設費、農業振興施設管理運営事業は、桃源郷運動公園学習体験館、青州の

里管理運営事業は、春林軒などの被害箇所の修繕経費を合わせて７９万３，０００円の増

額。 

 ５目、農地費、小規模土地改良事業は、県補助制度を活用した水路改修に係る経費３０

０万円の増額でございます。 

 次に、６ページ下段から７ページに記載の７款、１項、商工費において、合わせて２４

３万１，０００円の増額は、２目、商工振興費、工業団地維持管理事業で被災した桃山第

１工業団地貯水槽の修繕経費、北勢田第２工業団地の倒木処理経費の合計１４１万８，０

００円の増額です。 

 ４目、観光施設費、観光施設管理運営事業で、観光看板の修繕経費、倒木処理経費の合

計８０万７，０００円などの増額でございます。 

 同じく、７ページに記載の８款、２項、４目、交通安全施設費、交通安全施設整備事業

９５４万２，０００円の増額は、被災したカーブミラーの撤去、復旧などに係る経費の増

額でございます。 

 ７ページ中段に記載の８款、４項、４目、運動公園費、運動公園管理運事業１，０２８

万５，０００円の増額は、被災した市民公園、粉河運動場、桃源郷運動公園、陸上競技場

などの施設修繕費用、倒木の処理経費、また桃源郷運動公園陸上競技場では、被災した倉

庫の修繕経費と比較し、プレハブ倉庫の新設が今後の利用に有効であると判断し、新設に

必要な経費の増額でございます。 

 ８ページ中段から９ページに記載の９款、１項、消防費において、合わせて１，８６９

万９，０００円の増額は、３目、非常備消防費、消防団運営事業で、巡回や土のう積みな

どに出動していただいた消防団の皆様への災害活動補助金１６０万円の増額。 

 ４目、消防施設費、消防施設管理事業で、被災した消防施設の修繕に必要な経費１４９

万１，０００円、消防施設整備事業で、防火水槽の改修工事に必要な経費２１６万円、防

災施設管理運営事業で、使用した備蓄物資の補充や避難所で使用した毛布のクリーニング

に必要な経費など９４万８，０００円の増額です。 

 ５目、水防費、水防事業で、土のう袋やブルーシートなど水防資機材の購入、排水機設

の修繕に必要な経費３５０万円の増額でございます。 

 ９ページ、中段をごらんください。 

 １０款、２項、１目、小学校管理費、小学校施設管理事業２，９６０万６，０００円の

増額は、被災した１３校の校舎、フェンスやプール、その他設備の修繕、改修工事に係る

経費の増額でございます。 

 １０款、３項、１目、中学校管理費、中学校施設管理事業１２２万３，０００円の増額

につきましても、被災した３校のフェンスやその他設備の修繕に係る経費の増額でござい

ます。 
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 １０ページ、中段をごらんください。 

 １１款、２項、１目、公共土木施設災害復旧費３，６６５万８，０００円の増額は、土

木施設災害復旧事業で、被災した市道３路線の復旧に係る経費２，３３０万円、運動公園

災害復旧事業で被災した市民体育館、市民公園プール、粉河運動場の設備等の改修に係る

経費１，３３５万８，０００円の増額でございます。 

 １１款、３項、１目、民生施設災害復旧費、児童福祉施設災害復旧事業４４１万８，０

００円の増額は、被災した保育所２園の設備等の改修に係る経費の増額でございます。 

 １１ページをごらんください。 

 １１款、４項、文教施設災害復旧費において、合わせて１億２，０１６万５，０００円

の増額は、１目、公立学校施設災害復旧費、小学校施設災害復旧事業で、国庫負担対象と

なる小学校２校の改修経費５，８８０万６，０００円、中学校施設災害復旧事業で、同じ

く国庫負担対象となる中学校２校の改修に係る経費４，６２６万５，０００円の増額です。 

 ２目、社会教育施設災害復旧費、社会教育施設災害復旧事業で、被災した施設２カ所の

改修に係る経費１，１９６万２，０００円の増額です。 

 ３目、保健体育施設災害復旧費、体育施設災害復旧事業で、被災した体育館１施設の改

修に係る経費３１３万２，０００円の増額でございます。 

 １１ページ下段から１２ページをごらんください。 

 １１款、５項、その他公共施設、公用施設災害復旧費において、合わせて５，７８２万

１，０００円の増額は、１目、総務施設災害復旧費、庁舎災害復旧事業で、被災した南別

館屋上の改修経費２４８万７，０００円、地域情報通信基盤災害復旧事業で、山間地域に

設置している光ケーブル設備の復旧に係る経費４，１０６万３，０００円の増額でござい

ます。 

 ２目、農林業施設災害復旧費、森林公園災害復旧事業で、被災したハイランドパーク粉

河の改修に係る経費１，０６３万８，０００円の増額です。 

 ３目、消防施設災害復旧費、消防施設災害復旧事業で、被災した排水機場１施設の改修

に係る経費３６３万３，０００円の増額でございます。 

 最後に、１３款、１項、１目、予備費において５，０００万円を増額させていただきま

した。台風２１号では、暴風による倒木被害が多発し、ライフラインの確保・復旧を図る

ため、特に迅速な対応が必要であった倒木処理や施設復帰の対応に要した費用、約３，０

００万円は、予備費需要により対応を図った結果、当初予算においてお認めいただいてい

た予備費５，０００万円も残額が約２００万円となったことから、今後の万が一の災害対

応などに備え、今回５，０００万円の増額をさせていただきました。 

 以上が、平成３０年度一般会計補正予算（第４号）の主な内容でございます。御承認の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 農林商工部長 神徳政幸君。 

○農林商工部長（神徳政幸君）（登壇） 続きまして、議案書３ページ、報告第９号 専
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決処分の承認を求めることについて御説明申し上げます。 

 ４ページの専決処分書のとおり、平成３０年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算

（第２号）について、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決したもので、同条第

３項の規定により報告し承認を求めるものでございます。専決日は、平成３０年１０月５

日となっています。 

 別冊の「平成３０年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算書」の７ページをお願いし

ます。 

 平成３０年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算（第２号）は、次に定めることによ

る。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８９万７，０００円を追加し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ５６９万７，０００円とするものでございます。 

 別冊の補正予算に関する説明書をごらんください。 

 ３ページの歳入でございますが、２款、１項、１目、基金繰入金、財政調整基金繰入金

８９万７，０００円を増額し、４ページの歳出では、１款、１項、２目、財産管理費、財

産管理事業、１３節、委託料、倒木処理委託料８９万７，０００円を増額してございます。 

 この補正は、台風２１号の風雨により、池田財産区内の山林の崩壊等があり、神通温泉

施設の湯元に木々等が散乱し、電線にも被害が出ました。神通温泉の営業への影響を最小

限に食いとめ早期に復旧しなければならなく、専決処分としたものでございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（坂本康隆君） 教育部長 山野浩伸君。 

○教育部長（山野浩伸君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第１３４号 教育委

員会委員の任命について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書５ページをお願いします。 

 記といたしまして、住所、紀の川市西野山７９２番地、氏名、森岡
もりおか

一郎
いちろう

、昭和１９年８

月２３日生まれでございます。 

 提案理由といたしましては、森岡一郎君を紀の川市教育委員会委員に任命するため、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求める

ものでございます。 

 議案資料の１ページに、略歴を掲載しておりますので、御高覧ください。任期につきま

しては、平成３１年１月２８日から４年間となっております。 

 以上、御審議の上、よろしくお願いします。 

○議長（坂本康隆君） 農林商工部長 神徳政幸君。 

○農林商工部長（神徳政幸君）（登壇） 続きまして、議案第１３５号 長田竜門財産区

管理委員の選任について、御説明申し上げます。 

 議案書６ページをお願いします。 

 議案第１３５号の長田竜門財産区管理委員の選任についての議案につきましては、長田
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竜門財産区管理委員に欠員が生じたことに伴い、紀の川市財産区管理会条例第３条第２項

の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 委員の住所、氏名、生年月日を申し上げます。 

 住所、紀の川風市３５９番地６、氏名、井上
いのうえ

雅
まさ

夫
お

、昭和２９年９月２３日生まれ。 

 以上、議案第１３５号について、議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、任期につきましては、前任者の平成３２年３月３１日までの残任期間となってご

ざいます。また、主な職歴等につきましては、別冊議案資料の２ページに記載してござい

ますので、ごらんおき願いたいと思います。 

○議長（坂本康隆君） 市民部長 尾上之生君。 

○市民部長（尾上之生君）（登壇） それでは、議案第１３６号 工事請負契約の締結に

ついて、御説明を申し上げます。 

 議案書７ページをお願いいたします。 

 平成３０年１１月６日、紀の川市財務規則第１０８条第２項の規定に基づき、条件付一

般競争入札に付した粉河クリーンセンター施設解体工事につきまして、下記のとおり請負

契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 記といたしまして、１、契約の目的は、粉河クリーンセンター施設解体工事でございま

す。２、契約の方法は、条件付一般競争入札による契約で、３、契約の金額は、金１億５，

０７６万８，０００円。４、契約の相手方は、和歌山県有田郡有田川町小島３１３番地９、

ケイズ・平成建機特定建設工事共同企業体、株式会社ケイズ、代表取締役 北畑
きたはた

貴
たか

行
ゆき

でご

ざいます。 

 提案理由といたしまして、平成３０年度一般会計当初予算で議決を得ました粉河クリー

ンセンター施設解体工事について、１１月６日、紀の川市本庁舎５階５０１会議室におい

て、３社による条件付一般競争入札を行ったところ、議案記載のとおり決まりましたので、

請負契約締結の議決を求めるものでございます。 

 なお、入札結果一覧及び工事配置図につきましては、別冊議案資料の３ページ及び４ペ

ージに掲載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 教育部長 山野浩伸君。 

○教育部長（山野浩伸君）（登壇） 続きまして、私のほうから、議案第１３７号 工事

請負契約の締結について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書８ページをお願いします。 

 本件に係る提案理由といたしましては、平成３０年度一般会計当初予算で議決をいただ

いている粉河ふるさとセンター調光設備改修工事について、先般、１１月６日、紀の川市

役所本庁舎５階５０１会議室において、６社による条件付一般競争入札を行い、その結果、

御高覧いただいている議案書記載のとおり、契約金額は１億５，５９６万３，８８０円、



平成３０年第４回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成３０年１１月２９日 

 

－18－ 

契約の相手方は、和歌山県紀の川市粉河４１０－７、大西電設株式会社、代表取締役 

大西
おおにし

真
しん

司
じ

となりましたので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定に基づき、議決を求めるものでございます。 

 なお、本件に係る資料といたしまして、別冊の５ページから６ページに添付してござい

ますので、御高覧ください。 

 以上、御審議の上、よろしくお願いします。 

○議長（坂本康隆君） 総務部長 金岡哲弘君。 

○総務部長（金岡哲弘君）（登壇） 議案書９ページをごらんください。 

 議案第１３８号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて、補足説明させていただきます。 

 本条例は、平成３０年８月１０日の人事院勧告に基づき、平成３０年１１月６日に閣議

決定されたことにより、関係条例の一部を改正するものでございます。 

 議案書１０ページをごらんください。 

 まず、第１条及び議案書２２ページの第２条につきましては、紀の川市職員の給与に関

する条例の一部改正でございます。 

 第１条の第２６条第２項第１号は、平成３０年１２月の勤勉手当の支給率を１００分の

９０から１００分の９５へ改めるもので、同項第２号は、再任用職員の平成３０年１２月

の勤勉手当の支給率を１００分の４２．５から１００分の４７．５に改めるものでござい

ます。 

 また、第１条で、１１ページからの別表第１及び１６ページからの別表第２の改正につ

きましては、給料表を平均０．２％増額改定するものでございます。 

 ２２ページをお開きください。 

 第２条は、期末手当及び勤勉手当の平成３１年からの６月と１２月の支給率を振り分け

るもので、第２５条第２項は、期末手当の支給率を６月１００分の１２２．５、１２月１

００分の１３７．５から、６月、１２月ともに１００分の１３０に改めるものであり、同

条第３項は、再任用職員に対する期末手当の支給率を６月１００分の６５、１２月１００

分の８０から、６月、１２月ともに１００分の７２．５に改めるものでございます。 

 ２３ページの第２６条第２項第１号は、勤勉手当の支給率を６月１００分の９０、１２

月１００分の９５から、６月、１２月ともに１００分の９２．５に改めるものであり、同

条第２項は、再任用職員に対する勤勉手当の支給率を６月１００分の４２．５、１２月１

００分の４７．５から、６月、１２月ともに１００分の４５に改めるものでございます。 

 続きまして、１番からの第３条及び次のページの第４条の改正につきましては、紀の川

市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部改正でございます。 

 ２４ページの第３条の第２条第５項は、市長等の平成３０年１２月の期末手当の支給率

を１００分の１７５から１００分の１８０に改めるものでございます。 

 次の第４条の第２条第５項は、市長等の期末手当の支給率を６月１００分の１５５、１
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２月１００分の１８０から、６月、１２月ともに１００分の１６７．５に改めるものでご

ざいます。 

 続きまして、２５ページの第５条及び次のページの第６条の改正につきましては、紀の

川市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正でございます。 

 まず、第５条の第７条第５項は、特定任期付職員の平成３０年１２月の期末手当の支給

率を１００分の１６５から１００分の１７０に改めるものでございます。 

 また、別表第１、次の別表第２は、人事院勧告に基づいて改めるものでございます。 

 ２６ページの第６条の第７条第５項は、特定任期付職員の期末手当の支給率を６月１０

０分の１５０、１２月１００分の１７０から、６月、１２月ともに１００分の１６０に改

めるものでございます。 

 続きまして、２７ページの第７条及び次のページの第８条の改正につきましては、紀の

川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正でございます。 

 まず、第７条第２項は、議会議員の平成３０年１２月の期末手当の支給率を１００分の

２２７．５から１００分の２３２．５に改めるものでございます。 

 ２８ページの第８条の第７条第２項は、議会議員の期末手当の支給率を６月１００分の

２１２．５、１２月１００分の２３２．５から、６月、１２月ともに１００分の２２２．

５に改めるものでございます。 

 附則といたしまして、第１項は、第１条、第３条、第５条、第７条につきましては、公

布の日から施行し、第２条、第４条、第６条、第８条は、平成３１年４月１日から施行す

るものと規定してございます。 

 第２項では、第１条、第３条、第５条、第７条につきましては、平成３０年４月１日に

適用するものと規定してございます。 

 第３項は、既に支払った給与をこの条例の内払いとみなすものとすると規定してござい

ます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本康隆君） 教育部長 山野浩伸君。 

○教育部長（山野浩伸君）（登壇） それでは、続きまして、私のほうから、議案第１３

９号 紀の川市コミュニティ施設条例の一部改正について、補足説明をさせていただきま

す。 

 議案書３０ページになります。 

 提案理由といたしましては、使用料の見直し等に伴い、一部改正を行うもので、これま

で貴志川地域のコミュニティセンターについては、紀の川市コミュニティ施設条例、また

桃山地域のコミュニティセンターについては、紀の川市ふれあいコミュニティセンター条

例のもと使用料にも差異がある中で、それぞれの条例による運営管理をしてまいりました

が、平成３１年度から一つに統合し、全てのコミュニティセンターを本条例に基づく運営

管理にするものであります。 
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 ３１ページから３２ページにかけての新旧対照表をごらんください。 

 まず、第２条につきましては、条例の統合に伴い、名称、位置等の追加を。 

 また、第１５条につきましては、全コミュニティセンターを教育委員会所管施設とする

こと等から、管理に関する詳細な規定は教育委員会規則で定めるとするものです。 

 さらには、使用料に関することですが、別表第１２条関係ということで、条例の統合に

と伴うその名称と使用料を追加するものでございます。 

 最後に、３２ページになりますが、附則としまして、使用料の見直しということにもな

りますので、ある程度の周知期間が必要であると考え、この条例は平成３１年４月１日か

ら施行するものとし、また一つに統合するということで、紀の川市ふれあいコミュニティ

センター条例は廃止するものであります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（坂本康隆君） ここで、しばらく休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時４３分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前１０時５５分） 

○議長（坂本康隆君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、会議を行います。 

 市民部長 尾上之生君。 

○市民部長（尾上之生君）（登壇） 議案書３３ページをお願いいたします。 

 議案第１４０号 紀の川市斎場条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 本条例で設置及び管理に関し、必要な事項を定めております那賀斎場につきましては、

このたび地元関係区民への説明を行い、平成３０年度末で廃止させていただくこととした

ため、議案書３４ページ、紀の川市斎場条例を廃止する条例のとおり、紀の川市斎場条例

は廃止するとするものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでござ

います。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 企画部長 今城崇光君。 

○企画部長（今城崇光君）（登壇） 議案書の３５ページをごらんください。 

 議案第１４１号 平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）について、地方自

治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 表題に、「平成３０年度補正予算書」と書いている別冊で、平成３０年度紀の川市一般

会計補正予算（第５号）の１ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億３２１万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１０億９，３８５万４，０００円とするものでござ

います。 
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 第２条は、債務負担行為の補正に係る規定でございます。 

 第３条は、地方債の補正に係る規定でございます。 

 ２ページをごらんください。 

 第１表、歳入では、国庫支出金、県支出金、繰入金、諸収入、市債をそれぞれ増額、減

額しております。 

 ３ページ、４ページの歳出では、各費目ごとに事業執行上、急を要する事業及び過不足

の調整について補正措置を行っております。 

 ５ページをごらんください。 

 第２表 債務負担行為補正として、３件の追加、１件の変更を行うものでございます。 

 追加は、青州の里管理運営委託、ハイランドパーク粉河管理運営委託、細野渓流キャン

プ場所管理運営委託の３件で、それぞれ指定管理者制度による管理運営に係る期間と限度

額を定めるものでございます。 

 変更の粉河クリーンセンター解体整備工事につきましては、工事発注時期のおくれから

来年度の負担割合により、限度額を増額補正するものでございます。 

 ６ページ、７ページをごらんください。 

 第３表、地方債補正として、河川整備事業を１件追加し、変更として水道事業会計出資

金、清掃施設整備事業、小学校施設整備事業、中学校施設整備事業の限度額をそれぞれ増

額、減額しております。 

 続いて、別冊の平成３０年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）に関する説明書の３

ページをごらんください。 

 歳入の主な補正内容を御説明申し上げます。 

 １４款、１項、１目、民生費国庫負担金、子どものための教育・保育給付費負担金２，

４９８万８，０００円の増額、同じく、下段の１５款、１項、１目、民生費県負担金、子

どものための教育・保育給付費負担金１，１５８万８，０００円の増額は、子ども・子育

て支援法に定める公定価格の改定や入所児童の実績に伴い、私立保育園運営委託料などに

係る負担金の増額でございます。 

 ３ページ中段に戻りまして、１４款、２項、６目、教育費国庫補助金、２節、小学校費

補助金、３節、中学校費補助金、合わせて１，３７６万５，０００円の増額は、大阪北部

地震によるブロック塀の倒壊対策や酷暑による熱中症対策として、学校施設の空調整備を

対象とした臨時特例交付金です。市として、先行して取り組んだ小学校４校、中学校４校

のブロック塀の改修及び小学校１校、中学校１校の空調整備に係る増額でございます。 

 ４ページ上段をごらんください。 

 １５款、２項、４目、農林業費県補助金、農業費補助金３億９，３００万円の増額は、

台風２１号で被災した農業用施設の復旧支援費３億８，３００万円、農業水路施設の長寿

命化、防災減災の図るための１，０００万円の増額でございます。 

 ２０款、４項、１目、雑入では、一部事務組合負担金前年度精算金１，００５万１，０
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００円の増額でございます。 

 ４ページ下段から５ページの２１款、１項、市債では、３目、衛生債で６，２６０万円

の減額。５目、土木債で４２０万円の増額、７目、教育債で３１０万円の増額でございま

す。 

 続いて、歳出について、人件費及び国県支出金返還金を除く主な事業について、御説明

申し上げます。 

 １０ページ中段をごらんください。 

 ３款、１項、４目、国民年金費、国民年金受付事業１１８万８，０００円の増額は、法

改正に伴い、国民年金保険料の産前産後期間の免除制度による国民年金システム改修に係

る経費の増額でございます。 

 １２ページをごらんください。 

 ３款、１項、９目、老人福祉費、地域見守り事業３７万２，０００円の増額は、県１０

０％補助の採択を受け、地域見守り協力員による見守り活動において必要な経費の増額で

ございます。 

 １４ページ下段をごらんください。 

 ３款、２項、６目、保育所費、教育保育施設入所管理事業５９１万６，０００円の増額

は、市外の教育・保育施設に入所している児童の増加に伴い、広域入所委託に係る経費の

増額でございます。 

 １５ページ上段をごらんください。 

 同じく、３款、２項、６目、保育所費、子どものための教育・保育給付事業５，２８９

万７，０００円の増額は、子ども・子育て支援法に定める公定価格の改定及び入所児童の

増減に伴い、私立保育園運営委託料、地域型保育給付費などに係る経費の増額でございま

す。 

 １７ページ下段をごらんください。 

 ４款、２項、２目、塵芥処理費、一般廃棄物処理施設解体整備事業６，７１０万円の減

額は、債務負担行為額の変更に伴う今年度の負担割合による減額でございます。 

 １９ページ中段をごらんください。 

 ６款、１項、３目、農業振興費、農業経営基盤強化促進事業は、台風２１号により被害

を受けた農業用施設の復旧を行う農業者に対し、復旧費用の一部を補助するために必要な

経費３億８，３００万円、またモモせん孔細菌病対策事業は、台風２０号・２１号により

被害を受けた暴風ネットの補修等を行う桃生産者に対し、復旧費用の一部を補助するため

に必要な経費６００万円の増額でございます。 

 ２０ページ上段をごらんください。 

 ６款、１項、５目、農地費、農業水路等長寿命化防災減災事業１，０００万１，０００

円の増額は、西脇排水機場施設の長寿命化や施設の省力化につながる機能保全計画策定に

係る経費の増額でございます。 
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 ２３ページ中段をごらんください。 

 ８款、３項、１目、河川総務費、急傾斜地崩壊対策事業１６０万円の増額は、台風２１

号により発生し、台風２４号で被害が拡大した崖崩れについて、県営事業により復旧され

る１カ所、事業費の１０分の１の負担金の増額でございます。 

 以上が、今回の補正の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（坂本康隆君） 建設部長 前田泰宏君。 

○建設部長（前田泰宏君）（登壇） 議案書３６ページ、議案第１４２号 平成３０年度

紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げ

ます。 

 別冊補正予算書８ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０００円を増額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，８５３万６，０００円とするものでございます。 

 補正内容につきましては、別冊の補正予算説明書の３ページから４ページをお願いしま

す。 

 歳入では、雑入を調整し、歳出につきましては、人事院勧告に基づく人件費の調整、一

般会計への繰出金の減額を計上するものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 市民部長 尾上之生君。 

○市民部長（尾上之生君）（登壇） それでは、議案書３７ページ、議案第１４３号 平

成３０年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別会補正予算（第１号）について、

御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書１１ページをお願いいたします。 

 平成３０年度紀の川市の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９，９７０万７，０００円とするものでございます。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 １４ページをお願いします。 

 第２表、債務負担行為の事項は、国民健康保険直営鞆渕診療所管理運営委託、期間は平

成３１年度から平成３５年度の５年間、限度額は１億７２０万円とするものでございます。 

 別冊の補正予算（第１号）に関する説明書、３ページ、歳入をお願いいたします。 

 ３款、１項、１目、繰入金、１節の一般会計繰入金で、人件費増額に伴う補填として７，

０００円の増額補正をお願いするものでございます。 

 ４ページ、歳出をお願いいたします。 
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 １款、１項、１目の一般管理費、人件費において、人事院勧告による職員給与の調整に

より、７，０００円の増額補正をお願いするものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 福祉部長 橋本好秀君。 

○福祉部長（橋本好秀君）（登壇） 議案書の３８ページ、議案第１４４号 平成３０年

度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の１５ページから１７ページになります。 

 平成３０年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４６万３，０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ６９億７，３０８万３，０００円と定めるところの補正予算です。 

 補正の内容については、別冊の「平成３０年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算

（第２号）」に関する説明書１ページから４ページになります。 

 先に、４ページの歳出をお願いします。 

 歳出については、４款、３項、１目、包括的支援事業費の人件費について、人事院勧告

に伴う増として、４６万３，０００円の増額補正をするものです。 

 次に、３ページに戻っていただいて、歳入ですが、歳出の人件費の増額分４６万３，０

００円に対して、３款、国庫支出金で国３８．５％の１７万８，０００円、５款、県出金

で、県１９．２５％の８万９，０００円、７款、繰入金で、市１９．２５％の８万９，０

００円と事務費繰り入れ分１０万７，０００円をそれぞれ補正するものです。 

 以上、議案第１４４号 平成３０年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）の説明です。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（坂本康隆君） 上下水道部長 上中勝彦君。 

○上下水道部長（上中勝彦君）（登壇） 続きまして、議案書の３９ページをごらんくだ

さい。 

 議案第１４５号 平成３０年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてを御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の１８ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ３３万１，０００円を追加し、歳

入歳出それぞれ１２億７，１６９万４，０００円に補正をお願いするものでございます。 

 次の１９ページをごらんください。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでございます。 

 歳入については、６款、繰入金、１項、一般会計繰入金を。 

 次の２０ページの歳出においては、１款、総務費、１項、総務管理費、２款、事業費、

１項、事業費の補正を計上しております。 

 補正の詳細につきましては、別冊の「紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算（第２
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号）」に関する説明書の３ページから５ページをごらんください。 

 内容は、歳入においては、一般会計繰入金の調整。歳出では、人事院勧告に基づく人件

費の調整による補正を行うものでございます。 

 議案第１４５号については、以上でございます。御審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（坂本康隆君） 農林商工部長 神徳政幸君。 

○農林商工部長（神徳政幸君）（登壇） それでは、議案書４０ページの議案第１４６号 

平成３０年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第２号）について、説明させていた

だきます。 

 別冊の補正予算書２１ページをお願いします。 

 平成３０年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第２号）は、次の定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ５３万９，０００円を追加し、歳入

歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４４２万２，０００円とするものでございます。 

 続きまして、別冊の「平成３０年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第２号）」

に関する説明書３ページをお願いします。 

 歳入におきまして、２款、１項、１目、基金繰入金、財政調整基金繰入金５３万９，０

００円を繰り入れ、４ページ歳出におきまして、１款、１項、２目、財産管理費、財産管

理事業、１９節、負担金補助金及び交付金におきまして、地域活動事業補助金５３万９，

０００円を計上するものでございます。 

 内容は、下井阪自治区から倒壊のおそれがある下井阪会館のコンクリートブロック塀を

撤去するに要する費用の補助、また高野自治区から台風２０号・２１号により、区の管理

施設に多数の大木が倒れたため、大木の撤去に要する費用の補助に予算措置をしたもので

ございます。 

 以上が、補正予算の内容でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（坂本康隆君） 上下水道部長 上中勝彦君。 

○上下水道部長（上中勝彦君）（登壇） 続きまして、議案第１４７号から議案第１４８

号までの２議案について、御説明申し上げます。 

 まず、議案書の４１ページ、議案第１４７号 平成３０年度紀の川市水道事業会計補正

予算（第２号）についてを御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の２４ページをごらんください。 

 第２条では、収益的支出の補正を計上しております。 

 支出につきましては、１款、水道事業費用で３７万３，０００円を増額。内訳は、営業

費用で３７万３，０００円の増額を行うものでございます。 

 補正の詳細につきましては、別冊の「紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）」に関

する説明書の１ページをごらんください。 
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 収益的支出では、人事院勧告に基づく人件費の調整による補正を行うものでございます。 

 次に、２ページの資本的収入では、災害対策事業として国の補助を受けて行う水道管路

耐震化に係る経費の一部について、企業債と一般会計出資金の財源調整による補正を行う

ものでございます。 

 次に、３ページの資本的支出では、人事院勧告に基づく人件費の調整を行うものでござ

います。 

 水道事業会計補正予算（第２号）については、以上でございます。 

 続きまして、議案書の４２ページ、議案第１４８号 平成３０年度紀の川市工業用水道

事業会計補正予算（第２号）についてを御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の２６ページをごらんください。 

 第２条で、収益的支出の補正を計上しております。 

 支出につきましては、１款、工業用水道事業費用で８，０００円を増額。内訳は、営業

費用で８，０００円の増額を行うものでございます。 

 補正の詳細につきましては、別冊の「紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第２

号）」に関する説明書の１ページをごらんください。 

 収益的支出では、人事院勧告に基づく人件費の調整による補正を行うものでございます。 

 工業用水道事業会計補正予算（第２号）については、以上でございます。 

 以上、２議案について御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） 市民部長 尾上之生君。 

○市民部長（尾上之生君）（登壇） それでは、議案書４３ページ、議案第１４９号 指

定管理者の指定について、御説明申し上げます。 

 紀の川市国民健康保険直営鞆渕診療所の財政上の運営改善を図り、僻地診療の拠点とし

て存続させるため、管理運営を行う医療法人を公募の上、平成３０年１０月２３日開催の

第３回紀の川市国民健康保険直営診療施設指定管理者選定委員会において、選定しました

医療法人を指定管理者に指定したいため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、

次のとおり指定管理者を指定することについて議会の議決を求めるものでございます。 

 記、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称及び所在地は、名称、紀の川

市国民健康保険直営鞆渕診療所、所在地、紀の川市中鞆渕９１１番地。２、指定管理者と

なる団体の名称、住所及び代表者名は、名称、社会医療法人 三
み

車
くるま

会
かい

、住所、紀の川市

貴志川町丸栖１４２３番地３、代表者名、理事長 殿
との

尾
お

守
もり

弘
ひろ

。３、指定の期間は、平成３

１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間でございます。 

 以上、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） ここで、議事日程を訂正いたします。 

 議案第１５４号について、指定管理者の指定について、「細野渓流キャンプ場」として

いますが、正しくは、「紀の川市細野渓流キャンプ場」ですので、おわびして訂正いたし

ます。 
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 引き続き、補足説明を求めます。 

 農林商工部長 神徳政幸君。 

○農林商工部長（神徳政幸君）（登壇） それでは、議案第１５０号から議案第１５５号

までの指定管理者の指定についての６議案につきまして、御説明いたします。 

 議案書の４４ページから４９ページをお開きください。 

 議案本６議案につきましては、提案理由が同じでございます。地方自治法第２４４条の

２第６項の規定により、指定管理者を指定することについて議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 ４４ページの議案第１５０号につきましては、指定管理者に管理を行わせようとする施

設の名称は、紀の川市青洲の里、所在地は、紀の川市西野山４７３番地です。２、指定管

理者となる団体の名称は、一般財団法人青洲の里、住所は、紀の川市西野山４７３番地、

代表者名は、代表理事 城
じょう

口
ぐち

 豊
ゆたか

です。３、指定の期間は、平成３１年４月１日から平

成３３年３月３１日までの２年間です。 

 ４５ページをお願いします。 

 議案第１５１号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称

は、ハイランドパーク粉河、所在地は、紀の川市中津川８０２番地です。２、指定管理者

となる団体の名称は、鎌垣財産区、住所は、紀の川市西大井３３８番地、代表者名は、管

理者 紀の川市長 中村
なかむら

愼
しん

司
じ

君です。３、指定の期間は、平成３１年４月１日から平成３

４年３月３１日までの３年間です。 

 ４６ページをお願いします。 

 議案第１５２号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称

は、紀の川市農村交流施設（通称 那賀ふれあい市場）、所在地は、紀の川市切畑１２７

３番地９です。２、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、紀の

川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 
よし

田
だ

哲
てつ

男
お

です。 

 ３、指定の期間は、平成３１年４月１日から平成３３年３月３１日までの２年間です。 

 ４７ページをお願いします。 

 議案第１５３号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称

は、紀の川市桃山産業振興館（通称 桃山特産センター）、住所は、紀の川市桃山町市場

４０４番地４です。２、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、

紀の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 
よし

田
だ

哲
てつ

男
お

です。指定の期間は、

平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日までの３年間です。 

 ４８ページをお願いします。 

 議案第１５４号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称

は、紀の川市細野渓流キャンプ場、所在地は、紀の川市桃山町垣内２５８番地１です。２、

指定管理者となる団体の名称は、細野渓流キャンプ場管理組合、住所、紀の川市桃山町垣

内２５８番地１、代表者名は、組合長 奥
おく

垣
がい

内
と

憲章
のりあき

です。３、指定の期間は、平成３１年
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４月１日から平成３４年３月３１日までの３年間です。 

 ４９ページをお願いします。 

 議案第１５５号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称

は、紀の川市ふるさと産品展示場（通称 貴志川観光物産センター）、所在地、紀の川市

貴志川町前田１３５番地１です。２、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組

合、住所は、紀の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 
よし

田
だ

哲
てつ

男
お

です。３、

指定の期間は、平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日までの３年間です。 

 以上、６議案につきまして、御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本康隆君） 建設部長 前田泰宏君。 

○建設部長（前田泰宏君）（登壇） それでは、議案第１５６号、議案第１５７号、２議

案について御説明申し上げます。 

 まず、議案書５０ページをごらん願います。 

 議案第１５６号 紀の川市道路線の認定については、寄附により取得した開発道路を市

道路線とするものでございます。 

 認定路線につきまして、整理番号１番から５番で、路線名及び起終点を記載してござい

ます。 

 次に、議案書５１ページをごらん願います。 

 議案第１５７号 紀の川市道路線の認定については、既存道路を市道路線とするもので

ございます。 

 認定路線について、整理番号６番で、路線名及び起終点を記載してございます。 

 なお、別冊の議案資料として、７ページから１２ページにそれぞれ位置図を添付してご

ざいますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（坂本康隆君） ほかに補足説明はございませんか。 

〔「補足説明なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） なければ、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております日程第４のうち、議案第１３４号 教育委員会委員の任

命について及び議案第１３５号 長田竜門財産区管理委員の選任についての計２件につき

ましては、人事に関する案件でありますので、本日、直ちに質疑、討論、採決まで行いた

いと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３４号及び議案第１３５号の計２件につきましては、本日、直ち

に質疑、討論、採決まで行うことに決しました。 

 それでは、まず、議案第１３４号 教育委員会委員の任命について、質疑、討論、採決
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を行います。 

 これより、議案第１３４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 質疑なしと認めます。 

 それでは、質疑を終結いたします。 

 次に、議案第１３４号につきましては、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付

託を省略したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、委員会付託を省略することに決しました。 

 次に、議案第１３４号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「討論なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１３４号につきまして、これに同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３４号は、同意することに決しました。 

 続きまして、議案第１３５号 長田竜門財産区管理委員の選任について、質疑、討論、

採決を行います。 

 これより、議案第１３５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 質疑なしと認めます。 

 それでは、質疑を終結いたします。 

 次に、議案第１３５号につきましては、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付

託を省略したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、委員会の付託を省略することに決しました。 

 次に、議案第１３５号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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〔「討論なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１３５号につきまして、これに同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（坂本康隆君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３５号は、同意することに決しました。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次会は、１２月４日、火曜日、午前９時３０分から会議を開きます。 

 本日は、これにて散会といたします。 

 お疲れさまでございました。 

（散会 午前１１時３８分） 

 


